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地震など災害時に備えて、10 月 28 日に第九小学校、11 月 25 日に第五小学校で、「避難所

運営訓練」を実施しました。 

                             
 

 

災害時、第五小学校、第九小学校には、地区防災センターが開設されるとともに、両校は

倒壊や火災など自宅で生活することが困難になった被災者の生活の場（避難所）になりま

す。しかし、スペースには限りがあり、避難生活自体もかなりのストレスを伴います。 

そこで、できるかぎり在宅避難（自宅での避難生活）ができるように、まずは大事な家を

守りましょう！ 

 

 

 

 

 

 

揺れがおさまったら、台所やストーブの火の始末を！ 

もしも出火してしまったら、周りの人に大きな声で助けを求めるとともに、 

すぐに初期消火を！ ただし、炎が天井に届くなど、身の危険を感じたら避難しましょう。   

 

 

  家庭用消火器は、使うときのことを考えて、台所や廊下・玄関の隅など取り出しやす

い場所に置きましょう。 

家庭用消火器は、タイプによって使用期限が異なるため、それに従って取り替えまし

ょう。 

ホームセンターなどで販売しています。 
 

内藤・日吉地域 防災まちづくりニュース 

 

生きる！そして、生活を回復するために！ 

発行 内藤・日吉地域連合防災会 平成 29年 12月 №4 

 

第九小学校 第五小学校 

大地震から身を守れたら、 

火災に注意！！ 

家庭用消火器が有効です！ 
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『火災を防ぐために』消防庁防災マニュアルから～ 

   

 

 

 

 

 

 

〇家電製品のそばに花瓶や水槽など水の入ったものを置かないようにしましょう。 

地震で倒れてコンセント部分に水がかかると発火する恐れがあります。 

 

〇電気が復旧（通電）したときに、転倒したままの電気機器が作動して発火することがあ  

ります。ブレーカーが落ちても、器具の転倒やガス漏れの有無を確認してから戻すよう

に心がけましょう。 

 

 

 

〇揺れを感じて自動的にガスの供給を停止するガス漏れ遮断器（ガスマイコンメーター）

がほとんどのご家庭に設置されています。特性や使い方を十分に理解しておきましょう。 

 

〇ガスコンロ周辺の棚などから燃えやすいものが落ちてこないようにしておきしましょう。 

 

 

 

〇石油ストーブへの給油時などに灯油をこぼさないよう注意しましょう。 

また、倒れても灯油が漏れないように給油口をしっかり閉める習慣をつけましょう。 

 

〇石油ストーブのそばには洗濯物やカーテンなど燃え移りやすいものを近付けないように   

しましょう。 

 

 

 

 

 

※もしも家屋の倒壊が心配ならば・・・ 

国分寺市では、1981年（昭和 56 年）5月 31日以前に建築された木造住宅に対して 

「訪問耐震相談（無料）」、「耐震診断（無料）」、「耐震改修・除却工事費の助成」を 

行っています。 

お問い合わせは、 

国分寺市まちづくり部まちづくり推進課 ℡042‐325‐0111（内線 453） 

災害時の出火の主な原因は・・・ 

〇漏電や電気が復旧した際の通電火災 

〇ガス漏れによる火災 

〇石油ストーブによる火災 

 

電気 

ガス 

石油機器 

このほかに、出火・延焼を防ぐ効果的な防火対策・・・ 

住宅用火災警報器・漏電遮断器・感震ブレーカー※などを設置しましょう！ 

 

※感震ブレーカー：地震による強い揺れを感知して電気を遮断する機器。 
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防災情報地図を作成する第一段階として、内藤・日吉エリア内を 3つの地域に区分けして、

「まち歩き」を行い、地域の防災設備や危険個所を確認しました。 

 

         
 「まち歩き」のあとの情報の整理         「消火栓」の確認 

                        

    

     「防災設備」の確認          「まちかど消火器」の確認 

 

万が一の火災に備えて、国分寺市では、市内に「まちかど消火器」を設置しています。 

道路上での車両事故などによる火災を発見したときに、誰でも使うことができます。 

また、もし「まちかど消火器」が箱に入っていないのをみつけたり、使用したりした際は、

国分寺市防災安全課 ℡042‐325‐0111（内線 511）に連絡してください。        

         

道路など屋外での火災に備える！ 
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内藤・日吉地域連合防災会では、随時、会員を募集しています。 

普段はお仕事などで、活動に参加できない方でも大歓迎です！ 

防災会が会員の皆さんにお届けする各種ご案内をご覧いただき、まずは活動を知っていた

だくことが、地域防災の第一歩と考えています。（10 月末現在の会員数は約 120 名です。） 

個人会員は会費無料です。 

多くの方のご加入をお待ちしています！     

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         

 

 

 

 

11 月 14日バス研修「そなエリア東京」 

 

 

 

井戸端会議（30分程度） 

なかよし公園・内藤橋公園 

（毎月第１火曜日 10 時から ※1 月はありません。）               

ポプラ公園（毎月最終日曜日 10時から） 

  

  

 

 

 

 

防災会からのご案内 

防災まちづくりニュースおよび防災会へのお問い合わせ・入会申し込みは 
内藤・日吉地域連合防災会 会長 龍神瑞穂（090-2533-3435）まで 

                                                         

10 月 10日学習交流会『東京防災』学習セミナー  

  

今後の予定 2018 年 

内藤・日吉地域連合

防災会の 

幟旗ができました! 

新年会 

1月 9日（火）※会員対象 

編集担当 

大槻美奈子 

堀口俊子 


